
五月人形

平成 30年5月号 

「 ゆうゆう北久里浜だより」 

  

ホームでも3種類の5月人形を飾り、節句をお祝いしました。 

鎧飾りは、数ある五月人形の中でも最も豪華な節句飾りです。戦の際、敵の攻撃か

ら身を守る鎧には、丈夫で健康な成長を願う気持ちや、男の子の全身をお守りする

と言う意味が込められています。 

鎧の形には、主として源平時代の形を模した「大鎧」と戦国時代に主流となった「胴

丸鎧」があります。また、徳川家康・伊達政宗などの戦国武将の鎧を模したものもあ

ります。 

鎧を置く飾り台は組み立て式で高さを出した高床台タイプと、平台を用いた床飾りタイ

プがあります。豪華で迫力のある鎧飾りは、本格的な五月人形が欲しいお客様にお

すすめです。広めのスペースを必要としますが、最近では、コンパクトで見栄えのよい

鎧飾りも多数販売されています。 



6日はあいにくに強風でランチだけになってしまいましたが、10日、12日にい
ちごハウス西脇での苺狩りとランチを堪能して頂きました。

ランチツアー

すぐ近くにあるデニーズでそれぞれお好みのスイーツを召し上がって頂きました。皆様デ
ザートは別腹にはいるようで、おいしく召し上がっていました。

喫茶ツアー

  



カラオケや書道などのレクリエーションに皆様積極的に参加していただきました。

車椅子ダンス

車椅子ダンスのグループの「ハーモニー」の３人の方に来て頂き、車椅子の方も一緒に
楽しめる車椅子ダンスを入居者の方々とともに楽しみました。

わたあめ

室内レクリエーション

綿あめのマシーンで飴をとかして、ご自身で割りばしに綿あめをどんどん作っていただきおい
しく召し上がって頂きました。



小網代の森

名所紹介

〒２３９－０８０７ 

横須賀市根岸町３－２－１４ 

電話 ０４６－８３８－５７７８ 

  

お知らせ 

 
◆ 5月アクティビティ予定 

  

・フェリーランチ                  ・お茶会 

・ランチツアー                   ・詩吟教室 

・喫茶ツアー                   ・ゆうゆうバーベキュー 

・音楽療法                    ・ゆうゆう喫茶 

・民謡教室                    ・カラオケの会 

・書道教室 

胡蝶蘭 

ホームの胡蝶蘭も毎年りっぱな花を咲かせています。

『胡蝶蘭』という名前の由来ですが、ギリシャ語の

phalaina（ファライナ＝蛾）、opsis（オプシス＝似る）より

花の形が蛾に似ていることから名付けられ、日本に

おいてはまるで蝶が飛んでるいる様に見えることから

『胡蝶蘭』と言われるようになりました。胡蝶蘭の花言

葉は、「幸福が飛んでくる」「変わらぬ愛」です。白い

その美しい様から『純』『清』などのワードもあります。 

小網代の森は、三浦半島の先端に

ある、相模湾に面した約70haの森で

す。 

森の中央にある谷に沿って流れる

「浦の川」の集水域として、森林、湿

地、干潟及び海までが連続して残さ

れている、関東地方で唯一の自然

環境と言われています。 

森、川、海のつながりが必要なアカ

テガニをはじめとして、希少種を含む

多くの生き物たちが、多様な生態系

を形成しています.。 


